
 
 
 
 
 
 
 

 

 

今年度の学校行事は、４月６日（水）の始業式に始まり、翌日７日（木）入学式と昨年度に引き

続き感染症対策により、内容や参加人数を制限した形で実施しました。28 日（木）の離任式にお

いても、体育館会場の様子をオンラインで各教室に配信し、一部の生徒や教職員は別会場で間接

的に参加することとしました。これらの儀式的な行事では、学校生活に有意義な変化や折り目を付

け、厳粛で清新な気分を味わい、新しい生活の展開への動機づけとなるようにすることをねらいと

しています。さらに、学校への所属感を深めるとともに、厳かな機会を通して集団の場における規律、

気品ある態度を育てることも大事なことです。ねらいに迫る上で、学校行事を中止とせず、可能な

限り実施する方向でオンラインをはじめとする工夫を凝らしていますが、現場に居合わせ雰囲気を

肌で感じること等が叶わない状況で、生徒には実体験として心に残るものとなるのか、疑問に思う

ことがあります。 

そのような中で、５月の運動会は、全校生徒が一堂に会する今年度初めての学校行事で、運動

に親しむ態度や、責任感や連帯感が育まれるものとなりました。運動会は二年に亘り、感染症対策

から実施の可否を含め、最も大きな影響を受けてきた学校行事の一つと言えます。保護者やご来

賓の参観に制限をかけざるを得ない時期を経て、今年度の運動会では生徒が生き生きと活動す

る姿がご覧いただけたことと思います。昨年度より学年団体種目及び選抜個人種目を若干増やし、

以前の運動会に少し近づいた様相となりました。学年種目の設定から生徒の意見を参考に検討し

たり（一年生；「カード de『天下分け目の大合戦』」）、互いの協力があってはじめて成功する種目

（２年生；「台風の目」・３年生「魔法の絨毯」）であったりと、実施目的に掲げていた「誰もが喜ん

で参加でき、生徒一人一人が活躍できる楽しい運動会にする。」「生徒が集団の団結力、連帯感

のすばらしさや美しさを理解できるようにする。」ことなどが練習や本番において具現化されていま

した。応援においては大きな声が出せないため、一生懸命な拍手により競技する生徒を励ます姿

が印象的で、そこには学年や学級、男女の隔てはありませんでした。 

運動会やそのほかの学校行事は、全校や学年といった大きな集団で取り組むため、生徒たちは

その行事自体の理解に基づき計画や目標を話し合ったり、体験的に活動を実践したり、さらにはそ

の振り返りを行ったりしています。そのため、学校行事は生徒の学校生活の充実やよりよい人間関

係の形成につながっています。成果も課題も表れますが、生徒たちが自主的・実践的に取り組んで

成長していく姿から、体験的な活動の重要性を強く感じるところです。 

６月５日（日）～７日（火）に三年生は修学旅行を無事終えました。二年生は７月に、一年生は９

月に八ヶ岳移動教室がそれぞれあります。今年度は全学年で宿泊行事があります。感染症対策や

熱中症対策を講じながら、学校行事により得られるものを大切に、本校の教育活動をさらに進めて

まいります。 

 
 

【教育目標】○責任を重んじる ○学習に励む ○健康なからだをつくる ○美しい生活を求める 

六中だより http://www.bunkyo-tky.ed.jp/dairoku-jh/ 
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 学校行事への取組を通じて 

１年生「カードde『天下分け目の大合戦』」 ２年生「台風の目」 ３年生「魔法の絨毯」 「全校ソーラン」 



 

スローガン「ONE TEAM～学べ文化 培え友情 チーム六中３学年～」のもと、 

三年生が二泊三日の修学旅行を終えて、帰京しました。現地では日ごとに天候 

が変わり（曇り・雨・晴れ）、移動が大変な時間帯もありました。三年生は一・二年 

生の時の宿泊行事が中止であったため、中学校生活最初で最後の宿泊行事で 

した。楽しみにしていた生徒も多かったはずです。古都を巡る班別行動や宿舎での 

生活、新幹線での往復など、様々な思い出ができました。 

三日間の行程は以下のとおりです。初日の東京駅地 

下団体待合所への集合も時間に遅れることなく、順調に 

旅行が始まり、大きな事故やケガなく解散できたことが何 

よりです。三年生の様子についてお褒めの言葉をいただ 

く場面が何度もありました。二日目夜の漆器加飾の体験 

学習では、職人さんから「私語を控え集中して作業する姿 

が素晴らしい」と。また、宿泊先の綿善旅館の方からは、退 

館時に本校生徒が部屋に残した手紙に感動されたことを 

話してくださいました。三日間行動を共にし、細かなご配慮 

をいただいた旅行会社添乗員のお二人からも、生徒の様 

子をたくさん誉めていただきました。三年生の立派な姿が 

随所に見られた修学旅行でした。（個別には、改めるべきことがあったことも付け加えておきます。） 

 

 

 

 

 

6/5 

（日） 

東京駅集合 東京駅…－     … 新大阪駅 －      －昼食－      － 奈良公園班別行動  

－ 東大寺大仏殿 －      － 法隆寺 －      － 京都（宿舎） 夕食 

6/6 

（月） 

宿舎－        －京都市内班別行動－        － 宿舎  夕食後、体験学習（漆器加飾） 

（昼食；班ごと） 

6/7 

（火） 

宿舎－    －京都市内班別行動－    －京都駅…      … 東京駅 解散 

（昼食；班ごと） 

 

 

 

東京都公立小・中学校（国立を除く）では、毎年６月と 11月を「ふれあ 

い（いじめ防止強化）月間」と位置付け、いじめ、自殺、暴力行為等の問題 

行動、不登校等の状況について総点検を行うとともに、不登校等の未然防 

止や早期発見・早期対応等につながる具体的な取組を実践しています。 

本校でも、全生徒を対象に学校生活アンケートを実施し、回答内容により 

個別面談を行ったり、全校朝礼で「いじめは絶対に許されない」ことや、困っ 

ていること・悩んでいることがあれば身近な大人に相談し頼ってほしい、とい 

った話をしたりしました。 

ご家庭でも、お子様の様子について気になることやご心配があるときに 

は、教員やスクールカウンセラーにご相談ください。 

 ”ONE TEAM” で臨んだ修学旅行  

綿善旅館のスタッフのみなさん 

 

この三日間修学旅行を「おもてなし」の精神の

もとに支えてくださりありがとうございました。 

夜間に騒がしかったり、朝の準備が遅いなど、

ご迷惑をおかけしてすみませんでした。 

しかし、修学旅行は僕たちにとって中学校最初

で最後の宿泊行事でしたが、集団で行動する難し

さや、京都独自の古来からの伝統建築など多くの

事を学べました。この修学旅行が成功したのは綿

善旅館のスタッフの皆さんの支えのおかげです。

本当にありがとうございました。 

 

2022 年６月７日 

文京区立第六中学校 生徒一同 

 「ふれあい（いじめ防止強化）月間」 の実施について  

【御礼】 運動会実施に当たり、PTA役員並びにサポーターの方々に運営のご支援をいただきました。また、実施後の保護者アンケートに多くの
方からご回答をいただきました。ありがとうございました。 

各学年フロアに掲示しています。 


